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本論文の目的は，重大事犯少年を発達過程の特徴に基づいて類型化して反社会性の形成過程を明らかにするととも
に，犯行特徴との関連を検討することである。第 1章、第 2章では殺人少年の心理に関する従来の研究アプローチを
概観し、第 3章では分析対象者の基礎的特徴を記述し、第 4章では発達過程で見られた問題行動に対する潜在クラス
分析によって少年たちの発達的類型化を試みた。対象者は 2001年～2006年の間に殺人、傷害致死等によって被害者を
死亡させた 20歳未満の男女 393人である。攻撃的外在化型は校内暴力や粗暴行為など高い攻撃的行動傾向を持ち、そ
れがエスカレートして重大事犯に至った少年たち、非攻撃型外在化型は、攻撃的行動傾向は弱いが窃盗などの非行過
程において重大事犯を起こした少年たち、内在化型は発達面での障害や脆弱性を抱え、蓄積された怒りや不安によっ
て危機的場面で爆発的に暴力事件を起こした少年たち、遅発型は、ストレスや葛藤を内面に抱えながらも表面的には
適応的生活を営む精神的力量を持ちながら、急性のストレスによる規範判断力の低下によって重大事犯を起こしてし
まった少年たちである。 
第 5章～第 9章では犯行時の特徴から集団型，家族型，単独型，交通型に分けた上で発達類型との関連を検討した。
遅発型には交通規範の緩さから危険運転致死という交通型重大事犯があり、内在化型には家庭的問題を抱えながら自
立もできずに親族殺という家族型重大事犯に至った者があった。攻撃的外在化型および非攻撃的外在化型の多くは不
良集団関係から集団型の重大事犯に至る場合が多いこと，単独型には異なる発達類型の者が多様な動機によって起こ
した重大事犯が含まれていた。 
共犯の重大事犯をみると，攻撃的外在化型は力を誇示しようと主導的に他の共犯者を巻き込み，暴走族仲間との傷
害致死事件が多い非攻撃的外在化型は他の主犯者の指示に従い，遅発型には少年同士の共犯事件が多く，その心理社
会機構は非攻撃的外在化型と同様のものが見られた。内在化型には成人共犯者に指示され、従属的に重大事犯に関わ
った者が多かった。 
家庭内重大事犯少年は家庭的負因が大きく，自立できないまま家庭内で問題行動を繰り返していた内在化型の者が
多い。父母殺しには内在化型の比率が高く，攻撃的外在化型には兄弟ケンカの末に殺害したケースが，子殺しには遅
発型の少年が異性関係から嬰児殺や恋人の連れ子をせっかん死させる事件が含まれていた。女子少年による嬰児殺も
遅発型が多く，妊娠という事態にうまく対処できず重大事犯に及んだ者が多かった。 
単独の重大事犯少年と集団の重大事犯少年の生育環境を比較すると、前者は両親離婚や精神的問題を抱える家族の
比率が高く，心理的緊張・葛藤を抱えた家庭環境で生育し，性格的には周囲にあまり左右されず，気軽に明るく振る
舞うことも少なく，交友に価値をおかず，不良集団の所属率も低かった。 
第 10章では，発達過程と犯行特徴の諸要因間の関連性について共分散構造分析を用いて検討した。その結果，問題
行動傾向について外在化傾向と内在化傾向の 2次元を抽出し，それが犯行特徴と有意に関連していること，生育環境
の中で生じた問題性が重大事犯の犯行特徴にも反映されていることなどが確認された。第 11章では、こうした実証的
分析結果を踏まえ，発達過程と犯行特徴の知見を統合し、近年のレジリエンス研究の成果を踏まえて発達類型別の重
大事犯発生モデルを提起した。 
このように、大量の重大事犯少年のデータを収集して実証的に分析した研究は我が国では例がない。高度な統計的
手法を駆使して得られた成果は犯罪心理学分野の学問的発展に寄与するだけでなく、犯罪捜査や犯罪者更生処遇など、
司法実務に対しても多くの有益な示唆を与えるものである。よって、本論文の提出者は博士（文学）の学位を授与さ
れるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
